
鳥

越

輝

昭

は
じ
め
に

Ｌ
・
Ｐ
・
ハ
ー
ト
リ
ー
（L

.
P
.
H
artley

,
1895 -1972

）
と
い
っ
て
も
、
今
の
日
本
で
は
知
る
人
の
あ
ま
り
い
な
い
作
家
で
あ
ろ

う
。
名
を
知
る
人
も
、
お
そ
ら
く
は
怪
奇
物
の
短
編
作
家
と
し
て
記
憶
を
止
め
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

ハ
ー
ト
リ
ー
の
怪
奇
短
編
小
説
は
、「
ポ
ド
ロ
島P

od
olo

」
が
、
か
つ
て
江
戸
川
乱
歩
編
『
世
界
大
ロ
マ
ン
全
集
、
第
三
八
巻
、
怪

奇
小
説
傑
作
集
』（
東
京
創
元
社
、1958

、
宇
野
利
康
訳
）
の
巻
頭
に
収
録
さ
れ
て
以
来
、
一
ダ
ー
ス
ほ
ど
の
作
品
が
邦
訳
さ
れ
た
。

そ
の
う
ち
の
二
、
三
点
は
、
現
在
流
通
し
て
い
る
選
集
に
も
入
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
、
今
は
絶
版
だ
が
、
集
英
社
の
『
世
界
短
編
文
学

全
集
２
、
イ
ギ
リ
ス
文
学
二
○
世
紀
』（1962

）
に
も
怪
奇
的
短
編
「
Ｗ
・
Ｓ
」
が
収
録
さ
れ
て
い
た
。
ハ
ー
ト
リ
ー
は
本
邦
で
も
、

怪
奇
的
傾
向
の
短
編
作
家
と
し
て
、
小
さ
い
な
が
ら
一
角
を
占
め
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
長
編
小
説
作
家
と
し
て
の
ハ
ー
ト
リ
ー
に
つ
い
て
は
、
そ
う
で
な
か
っ
た
。
ハ
ー
ト
リ
ー
は
、
生
涯
に
十
七
冊
の
長
編
小

説
を
出
版
し
た
作
家
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
短
編
小
説
は
、
分
厚
い
も
の
な
が
ら
、
一
冊
に
ま
と
め
ら
れ
る
ほ
ど
の
数
し
か
書
い
て
い
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な
い
。
単
純
に
量
的
に
見
て
も
、
本
領
は
長
編
小
説
に
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。
ま
た
、
質
の
点
で
も
、
ハ
ー
ト
リ
ー
研
究
家
ビ

ー
ン
の
よ
う
に
、
怪
奇
的
短
編
は
「
副
業
的
仕
事
」
に
過
ぎ
ず
、
シ
リ
ア
ス
な
作
家
と
し
て
の
本
領
は
長
編
に
あ
る
、
と
言
い
切
っ
た

人
も
あ
る
（P

eter
B
ien,L

.P
.H
artley,P

ennsylvania:P
ennsylvania

State
U
.P
.,1963

）。
と
こ
ろ
が
、
長
編
作
家
と

し
て
の
ハ
ー
ト
リ
ー
は
、
本
邦
で
ほ
と
ん
ど
紹
介
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
唯
一
の
例
外
と
し
て
、
五
十
年
前
と
三
十
数
年
前
に
、
代
表

的
長
編
の
ひ
と
つT

he
G
o-B
etw
een

が
二
度
、
邦
訳
出
版
さ
れ
た
だ
け
で
あ
る
（
蕗
沢
忠
枝
訳
『
恋
を
覗
く
少
年
』1955

、
森
中

昌
彦
訳
『
恋
』1971
）。
も
う
ひ
と
つ
の
代
表
的
長
編E
ustace

and
H
ilda

三
部
作
は
、
こ
れ
ま
で
邦
訳
さ
れ
な
か
っ
た
。
ハ
ー
ト

リ
ー
に
関
す
る
本
邦
で
の
こ
れ
ま
で
の
紹
介
の
さ
れ
方
は
、
い
び
つ
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
評
伝
も
研
究
書
も
、
こ
れ

ま
で
日
本
で
は
出
版
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
齋
藤
勇
『
イ
ギ
リ
ス
文
学
史
』（
第
五
版
、
研
究
社1974

）
も
、
ハ
ー
ト
リ
ー
に

は
ま
っ
た
く
言
及
し
な
か
っ
た
。
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
研
究
対
象
に
も
、
あ
ま
り
な
ら
な
か
っ
た
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

日
本
で
出
版
さ
れ
て
い
る
文
学
事
典
の
記
述
に
も
、
少
し
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。『
英
米
文
学
事
典
』（
研
究
社
、
第
三
版
、

1985

）、『
新
潮
世
界
文
学
事
典
』（
新
潮
社
、
増
補
改
訂
版
、1990

）、『
集
英
社
世
界
文
学
事
典
』（
集
英
社
、2002

）、『
イ
ギ
リ
ス
文

学
辞
典
』（
研
究
社
、2004

）
に
は
、
い
ず
れ
も
ハ
ー
ト
リ
ー
に
関
す
る
短
い
紹
介
が
あ
る
。
特
に
集
英
社
版
の
記
述
は
、
短
い
な
が

ら
充
実
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ど
の
事
典
の
記
述
に
も
、
こ
の
作
家
と
イ
タ
リ
ア
の
都
市
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
関
す
る
言
及
が
全

く
な
い
。
だ
が
、
ハ
ー
ト
リ
ー
は
、
壮
年
期
の
十
数
年
間
、
毎
年
、
一
年
の
半
分
を
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
暮
ら
し
た
人
で
あ
る
。
事
実
上

の
処
女
作S

im
on
etta

P
erk
in
s

（1925

）
も
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
舞
台
に
す
る
中
編
小
説
で
あ
っ
た
し
、
代
表
作E

u
stace

an
d

H
ilda

三
部
作
の
第
三
部E

ustace
and

H
ilda

（1947

）
は
ほ
ぼ
全
体
が
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
舞
台
に
し
て
お
り
、（「
ポ
ド
ロ
島
」
も

ふ
く
め
て
）
短
編
数
点
も
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
材
を
採
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ハ
ー
ト
リ
ー
の
妹
も
、
兄
の
伝
記
を
書
こ
う
と
し
て
い
た
エ
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イ
ド
リ
ア
ン
・
ラ
イ
ト
に
、「
み
ん
な
は
レ
ズ
リ
ー
が
英
国
フ
ェ
ン
ラ
ン
ド
地
方
の
作
家
だ
っ
た
と
い
う
で
し
ょ
う
が
、
そ
れ
と
お
な

じ
く
ら
い
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
作
家
で
も
あ
っ
た
の
よ
」、
と
語
っ
た
そ
う
で
あ
る
（A

d
rian

W
rig
h
t,
F
oreign

C
ountry:

T
he

L
ife
of
L
.P
.H
artley ,L

ondon:A
ndré

D
eutch,1966 ,p.274

）。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
文
学
事
典
に
も
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

に
深
く
関
わ
っ
た
作
家
で
あ
っ
た
、
と
い
う
一
句
は
あ
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
博
識
の
英
文
学
者
、
富
士
川
英
夫
は
『
新
・
東
西
文
学
論
』（
み
す
ず
書
房
、2003 ,

p.
170

）
の
な
か
で
、
現
在
も
英

国
で
よ
く
読
ま
れ
て
い
る
作
品
と
し
て
ハ
ー
ト
リ
ー
のT
he
G
o-B
etw
een

に
ふ
れ
て
い
る
が
、
ハ
ー
ト
リ
ー
の
英
語
圏
で
の
評
判

や
読
ま
れ
方
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
か
。
こ
の
拙
文
の
執
筆
時
点
で
、
ハ
ー
ト
リ
ー
の
作
品
は
、E

ustace
and

H
ilda

三
部

作
とT

he
G
o-B
etw
een

が
流
通
し
て
お
り
、
近
々Sim

onetta
P
erkins

が
復
刊
さ
れ
る
模
様
で
あ
る
。T

he
H
ireling

に
は
カ

セ
ッ
ト
朗
読
版
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
、
ラ
イ
ト
に
よ
る
伝
記
（
前
掲
書
）
一
冊
も
流
通
し
て
い
る
。
た
し
か
に
、
ハ
ー
ト
リ
ー

の
一
部
の
作
品
は
読
み
継
が
れ
、
著
者
へ
の
関
心
も
、
わ
ず
か
な
が
ら
、
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

英
語
圏
の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
や
教
育
界
で
の
ハ
ー
ト
リ
ー
の
評
価
を
瞥
見
す
る
た
め
に
、
一
冊
本
の
英
文
学
史
を
覗
い
て
み
よ
う
。
ハ

ー
ト
リ
ー
死
去
の
年
（
一
九
七
二
年
）
に
出
版
さ
れ
たT

h
e
C
on
cise

C
am
b
rid
g
e
E
n
g
lish

L
iteratu

re

（C
am
b
rid
g
e:

C
am
bridge

U
.
P
.,
1972 .

邦
題
『
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
版
イ
ギ
リ
ス
文
学
史
』）
の
、
現
代
を
扱
っ
た
章
で
、
ハ
ー
ト
リ
ー
は
、「
少
年
期

や
青
年
期
を
ま
こ
と
に
鋭
く
描
い
た
小
説
家
た
ち
」
の
ひ
と
り
と
し
て
、
Ｊ
・
Ｄ
・
サ
リ
ン
ジ
ャ
ー
な
ど
と
並
べ
て
名
を
挙
げ
ら
れ
て

い
た
（p.

899 )

。
こ
の
時
点
で
の
ハ
ー
ト
リ
ー
の
評
価
は
、
か
な
ら
ず
し
も
低
く
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
だ
が
、
死
後
十
五
年
、
一

九
八
七
年
出
版
のP

at
R
ogers,

ed.,T
he
O
xford

Illustrated
H
istory

of
E
nglish

L
iterature

（O
xford:

O
xford

U
.

P
.,
1987

）
で
は
、
ハ
ー
ト
リ
ー
へ
の
言
及
が
ま
っ
た
く
な
い
。
一
方
、
わ
り
あ
い
新
し
い
二
○
○
○
年
出
版
のM

ich
ael
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A
lexander,A

H
istory

of
E
nglish

L
iterature

（B
asingstoke:P

algrave
M
acm
illan,2000

）
に
は
ハ
ー
ト
リ
ー
へ
の

言
及
が
あ
る
の
だ
が
、
こ
の
な
か
で
は
、「
こ
れ
ら
〔
ア
ン
ト
ニ
ー
・
パ
ウ
エ
ル
の
二
つ
の
小
説
〕
は
、E

ustace
and

H
ilda

と

T
he
G
o-B
etw
een

の
著
者
Ｌ
・
Ｐ
・
ハ
ー
ト
リ
ー
に
よ
る
書
評
で
高
く
評
価
さ
れ
た
」、
と
書
か
れ
て
い
る
（p

.
351

）。
つ
ま
り
、

ハ
ー
ト
リ
ー
は
、
第
一
義
的
に
は
書
評
家
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
つ
て
、
ハ
ー
ト
リ
ー
評
伝
の
著
者
ジ
ョ
ー
ン
ズ
は
、

「
ハ
ー
ト
リ
ー
は
広
範
な
人
気
を
博
し
た
こ
と
の
一
度
も
な
か
っ
た
小
説
家
だ
が
、
熱
心
な
読
者
た
ち
が
、
英
国
や
米
国
各
地
の
大
小

の
図
書
館
で
、
い
つ
も
〈
発
見
〉
し
続
け
る
作
家
」
だ
と
書
い
た
（E

d
w
ard

T
.
Jon
es,
L
.
P
.
H
artley

,
B
oston

:
T
w
ay
n
e

P
ublishers,1978 ,p.11

）。
現
在
の
英
語
圏
で
の
状
態
も
そ
う
い
う
も
の
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

さ
て
、
拙
稿
で
は
、
三
回
に
分
け
て
、
こ
の
作
家
と
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
の
関
連
を
三
様
に
捉
え
て
み
た
い
。
第
一
回
は
、
こ
の
人
物

の
生
涯
の
な
か
で
こ
の
都
市
が
果
た
し
た
役
割
、
第
二
回
は
、
こ
の
作
家
が
作
品
の
な
か
で
こ
の
都
市
を
ど
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
か
、

第
三
回
は
、
こ
の
作
家
の
文
学
活
動
の
な
か
で
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
が
ど
う
い
う
意
義
を
持
っ
た
の
か
に
つ
い
て
で
あ
る
。
回
を
追
う
に
従

っ
て
、
ハ
ー
ト
リ
ー
が
、
第
一
に
、
単
に
怪
奇
的
短
編
の
書
き
手
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、
第
二
に
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
深
く
関
わ
っ
て
、

そ
こ
に
重
要
な
題
材
を
採
っ
た
作
家
で
あ
る
こ
と
、
第
三
に
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
の
関
わ
り
方
と
題
材
の
取
り
上
げ
方
の
特
徴
も
、
お

の
ず
と
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

今
回
の
拙
文
だ
け
に
つ
い
て
い
え
ば
、
こ
れ
ま
で
、
邦
語
に
よ
る
や
や
詳
し
い
伝
記
は
な
か
っ
た
し
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
の
関
わ
り

に
つ
い
て
述
べ
た
伝
記
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
だ
け
か
ら
い
っ
て
も
、
拙
文
に
若
干
の
意
義
は
あ
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い

る
。
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一
　
略
伝

Ｌ
・
Ｐ
・
ハ
ー
ト
リ
ー
の
略
歴
を
述
べ
て
お
こ
う
。
以
下
、
ハ
ー
ト
リ
ー
の
伝
記
的
事
実
に
つ
い
て
は
、
主
に
、
ハ
ー
ト
リ
ー
に
関

す
る
唯
一
の
詳
細
な
伝
記A

drian
W
right,F

oreign
C
ountry:T

he
L
ife
of
L
.P
.H
artley,L

ondon:A
ndré

D
eutsch,

1996

に
依
拠
す
る
。
こ
れ
は
私
信
を
た
ん
ね
ん
に
利
用
し
た
労
作
で
あ
り
、
し
か
も
こ
の
伝
記
の
完
成
後
に
、
親
族
の
手
元
に
あ
っ

た
私
信
は
処
分
さ
れ
た
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
伝
記
的
事
実
の
多
く
に
つ
い
て
は
、
こ
の
本
に
頼
る
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の

ハ
ー
ト
リ
ー
伝
に
も
と
づ
く
事
実
に
つ
い
て
は
、
煩
瑣
に
な
る
の
で
、
原
則
と
し
て
引
証
を
示
さ
な
い
こ
と
に
す
る
。

レ
ズ
リ
ー
・
ポ
ウ
ル
ズ
・
ハ
ー
ト
リ
ー
（L
eslie

P
oles

H
artley

）
は
一
八
九
五
年
十
二
月
に
ウ
ィ
ト
ル
シ
ー
（W

h
ittlesey

）

に
生
ま
れ
、
一
九
七
二
年
十
二
月
、
ロ
ン
ド
ン
で
死
去
し
た
。
死
因
は
心
臓
病
で
あ
る
。
享
年
七
十
七
歳
で
あ
っ
た
。

レ
ズ
リ
ー
の
生
地
ウ
ィ
ト
ル
シ
ー
は
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
州
の
古
都
ピ
ー
タ
ー
バ
ラ
か
ら
お
よ
そ
六
マ
イ
ル
離
れ
た
町
で
あ
る
。
十
九

世
紀
末
年
（1891

）
の
統
計
で
は
、
ウ
ィ
ト
ル
シ
ー
の
人
口
は
、
周
辺
の
沼
沢
地
や
村
を
併
せ
て
六
、
三
四
五
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
地

方
は
、
ロ
ン
ド
ン
市
場
向
け
の
小
麦
、
エ
ン
ド
ウ
豆
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
産
し
、
ま
た
日
干
し
煉
瓦
を
産
す
る
場
所
で
あ
っ
た
。

レ
ズ
リ
ー
の
父
、
ハ
リ
ー
・
バ
ー
ク
・
ハ
ー
ト
リ
ー
（H

arry
B
ark

H
artley

）
は
、
事
務
弁
護
士
で
あ
っ
た
が
、
加
え
て
事
業

の
才
が
あ
っ
た
。
ハ
リ
ー
は
、
一
八
九
八
年
、
地
元
の
煉
瓦
会
社
の
重
役
に
な
っ
た
が
、
こ
の
会
社
は
、
窯
焼
き
に
適
し
た
良
質
の
粘

土
の
発
見
と
、
折
か
ら
の
煉
瓦
需
要
と
に
よ
り
発
展
し
た
。
息
子
レ
ズ
リ
ー
が
、
上
層
中
産
階
級
の
子
弟
と
し
て
生
育
で
き
た
の
は
、

父
が
煉
瓦
事
業
で
成
功
し
た
お
か
げ
で
あ
る
。
成
功
の
ほ
ど
は
、
途
中
か
ら
ハ
ー
ト
リ
ー
一
家
の
住
ま
っ
た
住
居
に
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
一
九
○
八
年
、
一
家
は
引
っ
越
し
を
し
た
が
、
越
し
た
先
は
、
ピ
ー
タ
ー
バ
ラ
市
の
町
外
れ
に
あ
る
、
フ
レ
ト
ン
・
タ
ワ
ー
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（F
letton

T
ow
er

）
と
い
う
名
の
邸
宅
で
あ
る
。
屋
敷
は
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
小
型
の
城
と
い
え
そ
う
な
建
物
で
、
お
よ
そ
九
エ
ー
カ

ー
の
広
い
土
地
が
つ
い
て
い
た
。

父
ハ
リ
ー
・
ハ
ー
ト
リ
ー
は
、
宗
教
的
に
は
メ
ソ
ジ
ス
ト
派
の
キ
リ
ス
ト
教
を
信
仰
し
、
政
治
的
に
は
自
由
党
支
持
者
で
あ
っ
た
。

ハ
リ
ー
は
読
書
家
で
、
少
年
レ
ズ
リ
ー
の
本
に
関
す
る
知
識
は
、
父
と
の
会
話
か
ら
得
た
も
の
が
多
か
っ
た
。
ハ
リ
ー
は
判
断
力
に
絶

対
の
自
信
を
持
っ
て
い
る
ひ
と
で
あ
っ
た
。
母
ベ
シ
ー
（B
essie

）
は
、
そ
れ
と
対
照
的
に
、
心
配
性
で
、
神
経
質
で
、
家
族
の
成
功

を
生
き
甲
斐
に
す
る
女
性
で
あ
っ
た
。
ベ
シ
ー
は
、
テ
ニ
ソ
ン
や
ロ
ン
グ
フ
ェ
ロ
ー
の
詩
を
好
ん
だ
。
信
仰
は
、
ハ
リ
ー
と
同
じ
、
メ

ソ
ジ
ス
ト
派
で
あ
る
。

ハ
リ
ー
と
ベ
シ
ー
は
一
八
九
一
年
に
結
婚
し
た
。
結
婚
生
活
は
幸
福
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ふ
た
り
の
あ
い
だ
に
は
、
翌
一
八

九
二
年
に
、
長
女
エ
ニ
ッ
ド
・
メ
ア
リ
ー
（E

n
id
M
ary

）
が
生
ま
れ
、
九
五
年
に
、
長
男
レ
ズ
リ
ー
・
ポ
ウ
ル
ズ
が
生
ま
れ
、
一

九
○
三
年
に
次
女
ア
ニ
ー
・
ノ
ー
ラ
（A

n
n
ie
N
orah

）
が
生
ま
れ
て
い
る
。
長
男
に
つ
け
ら
れ
た
名
レ
ズ
リ
ー
は
、
文
人
レ
ズ
リ

ー
・
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
（
小
説
家
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・
ウ
ル
フ
の
父
）
に
ち
な
ん
だ
も
の
だ
そ
う
で
あ
る
。
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
両
親
の
尊
敬

し
て
い
た
人
物
だ
そ
う
だ
が
、
ふ
た
り
に
文
学
趣
味
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
命
名
に
も
知
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
子
供
た
ち
の
育
っ
た
家
庭
は
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
的
雰
囲
気
に
満
ち
て
い
た
。
メ
ソ
ジ
ス
ト
派
の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
は
、

父
親
ハ
リ
ー
の
場
合
に
は
、「
ス
ト
イ
ッ
ク
な
理
性
主
義
」
に
傾
き
、
母
親
ベ
シ
ー
の
場
合
に
は
、「
他
人
に
正
し
い
進
路
を
進
ま
せ
る

た
め
に
は
、
自
分
は
い
か
な
る
苦
痛
も
忍
ば
ね
ば
な
ら
な
い
」、
と
い
う
体
の
も
の
だ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
家
庭
で
は
、
飲
酒
は

眉
を
ひ
そ
め
ら
れ
、
ト
ラ
ン
プ
遊
び
は
許
さ
れ
ず
、
美
的
感
興
に
ふ
け
る
の
も
喜
ば
れ
な
か
っ
た
。
だ
が
、
息
子
の
レ
ズ
リ
ー
は
、
両

親
の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
も
、
そ
れ
か
ら
逃
れ
よ
う
と
す
る
心
を
合
わ
せ
持
っ
て
い
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
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レ
ズ
リ
ー
・
ポ
ウ
ル
ズ
・
ハ
ー
ト
リ
ー
は
、
丸
顔
の
、
ウ
ェ
ー
ブ
し
た
髪
を
持
つ
、
病
弱
な
子
供
で
あ
っ
た
。
当
時
、
ピ
ー
タ
ー
バ

ラ
の
よ
う
な
田
舎
町
は
社
交
に
乏
し
い
場
所
で
、
レ
ズ
リ
ー
少
年
も
館
の
な
か
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
育
ち
、
心
配
性
の
母
親
の
関
心

を
専
ら
に
し
て
い
た
。

少
年
時
代
の
レ
ズ
リ
ー
は
、
姉
エ
ニ
ッ
ド
と
と
も
に
、
家
庭
教
師
か
ら
教
育
を
受
け
た
。
そ
の
後
、
レ
ズ
リ
ー
は
、
一
九
○
八
年
、

サ
ネ
ッ
ト
州
ク
リ
フ
ト
ン
ヴ
ィ
ル
（C

lifton
v
ille,
T
h
an
et

）
に
あ
っ
た
予
備
学
校
の
寄
宿
生
と
な
っ
た
。
ま
も
な
く
十
三
歳
に
な

ろ
う
と
す
る
こ
ろ
で
あ
る
。
レ
ズ
リ
ー
は
勤
勉
で
真
面
目
な
生
徒
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
学
校
で
、
中
産
階
級
出
身
の
レ
ズ
リ
ー
は

は
じ
め
て
上
流
階
級
出
身
の
少
年
た
ち
と
も
知
り
合
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
の
ち
、
レ
ズ
リ
ー
は
生
涯
、
上
流
階
級
の
生
活
ぶ
り
に
魅

了
さ
れ
、
こ
の
階
級
の
周
辺
に
生
き
る
よ
う
に
な
る
。

一
九
一
○
年
、
レ
ズ
リ
ー
は
港
町
ブ
リ
ス
ト
ル
近
郊
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ス
ク
ー
ル
（C

lifton
C
ollege

）
に
進
学
し
た
が
、
胸
部
疾

患
の
兆
候
が
現
れ
た
の
で
退
学
し
、
別
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ス
ク
ー
ル
、
ハ
ロ
ウ
（H

arrow

）
に
進
学
し
た
。
レ
ズ
リ
ー
は
、
こ
の
名

門
校
で
の
生
活
を
楽
し
ん
だ
そ
う
で
あ
る
。
ハ
ロ
ウ
時
代
の
レ
ズ
リ
ー
は
主
席
と
な
る
ほ
ど
学
業
に
優
れ
、
ピ
ア
ノ
も
学
校
の
コ
ン
サ

ー
ト
で
演
奏
す
る
ほ
ど
の
腕
前
で
、
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
チ
ー
ム
の
主
将
も
務
め
た
。

ハ
ロ
ウ
在
学
中
の
一
九
一
二
年
、
レ
ズ
リ
ー
は
両
親
の
宗
教
で
あ
る
メ
ソ
ジ
ス
ト
派
を
去
り
、
英
国
国
教
に
改
宗
し
て
い
る
。
英
国

社
会
の
エ
リ
ー
ト
を
育
て
る
ハ
ロ
ウ
校
で
は
、
メ
ソ
ジ
ス
ト
派
の
生
徒
は
全
校
生
徒
中
わ
ず
か
二
十
人
ほ
ど
し
か
い
な
か
っ
た
そ
う
で

あ
る
。
こ
の
改
宗
に
つ
い
て
、
伝
記
作
者
ラ
イ
ト
は
、
宗
教
的
熱
意
か
ら
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
ス
ノ
ビ
ズ
ム
の
現
れ
で
あ
ろ
う

と
い
う
（
前
掲
書,

p
.
38

）。
半
ば
は
そ
の
と
お
り
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
レ
ズ
リ
ー
が
教
会
建
築
や
聖
歌
の
美
し
さ
に
惹
か
れ
た
の

を
取
り
上
げ
て
、
宗
教
の
本
質
で
な
い
些
末
な
装
飾
に
惹
か
れ
た
の
だ
と
ラ
イ
ト
が
い
う
の
は
、
英
国
国
教
の
よ
う
な
典
礼
を
重
視
す
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る
宗
派
に
つ
い
て
は
正
し
く
な
い
だ
ろ
う
と
わ
た
く
し
は
思
う
。

ハ
ロ
ウ
時
代
の
レ
ズ
リ
ー
は
、
文
学
趣
味
も
育
て
た
。
好
ん
だ
作
家
は
、
エ
ミ
リ
ー
・
ブ
ロ
ン
テ
、
ホ
ー
ソ
ン
、
ヘ
ン
リ
ー
・
ジ
ェ

イ
ム
ズ
で
あ
っ
た
。
レ
ズ
リ
ー
は
、
在
学
中
に
、
ブ
ロ
ン
テ
に
つ
い
て
は
論
文
を
、
ホ
ー
ソ
ン
に
つ
い
て
は
エ
ッ
セ
イ
を
書
い
て
い
る
。

レ
ズ
リ
ー
は
、
そ
の
後
、
生
涯
ブ
ロ
ン
テ
を
愛
好
し
、
ホ
ー
ソ
ン
に
魅
了
さ
れ
続
け
た
。

一
九
一
五
年
十
月
、
レ
ズ
リ
ー
は
、
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
、
ベ
イ
リ
オ
ル
学
寮
に
入
学
し
た
。
そ
の
前
年
に
は
第
一
次
世
界
大
戦

が
始
ま
っ
て
い
て
、
入
学
の
翌
年
、
ハ
ー
ト
リ
ー
も
、
あ
ま
り
気
乗
り
の
し
な
い
ま
ま
、
志
願
し
て
軍
隊
に
入
っ
た
。
し
か
し
、
肺
と

心
臓
の
不
調
ゆ
え
に
、
戦
場
に
出
る
こ
と
な
く
、
一
九
一
八
年
九
月
に
除
隊
と
な
っ
た
。
こ
の
体
験
の
結
果
と
し
て
、
国
の
た
め
に
働

け
な
か
っ
た
悔
い
と
、「
は
み
出
し
者
」
意
識
と
が
残
っ
た
様
子
で
あ
る
。

同
年
十
月
、
ハ
ー
ト
リ
ー
は
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
復
学
し
た
。
大
学
で
、
レ
ズ
リ
ー
は
、
自
分
の
出
身
階
級
よ
り
も
上
の
階

級
の
学
友
た
ち
と
交
際
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
そ
の
ひ
と
り
が
、
ま
も
な
く
評
論
家
と
し
て
名
を
成
す
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
セ
シ
ル

（D
av
id
C
ecil,

1902 -1986

）
で
、
こ
れ
は
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
ー
侯
爵
の
子
息
で
あ
っ
た
。
在
学
中
に
、
ハ
ー
ト
リ
ー
は
上
流
社
会
に

も
出
入
り
し
始
め
た
。
親
し
く
交
際
を
し
て
も
ら
っ
た
な
か
に
、
ア
ス
キ
ス
家
が
あ
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
勃
発
の
頃
首
相
を
務
め
て

い
た
政
治
家
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ヘ
ン
リ
ー
・
ア
ス
キ
ス
の
一
家
で
あ
る
。

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
在
学
中
の
ハ
ー
ト
リ
ー
に
は
、
婚
約
と
そ
の
解
消
と
い
う
事
件
も
あ
っ
た
。
一
旦
婚
約
し
た
も
の
の
、
ハ
ー
ト

リ
ー
が
逡
巡
し
て
い
る
う
ち
に
、
相
手
の
女
性
が
別
の
男
と
婚
約
し
た
の
で
あ
る
。
ハ
ー
ト
リ
ー
は
、
あ
る
い
は
自
分
が
結
婚
生
活
に

不
適
か
も
し
れ
な
い
と
悩
ん
だ
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
こ
の
事
件
の
展
開
に
関
連
し
た
も
の
か
、
ハ
ー
ト
リ
ー
は
こ
の
こ
ろ
神
経
症
に

苦
し
ん
だ
様
子
で
あ
る
。
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や
は
り
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
在
学
中
の
一
九
二
二
年
、
ハ
ー
ト
リ
ー
は
は
じ
め
て
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
訪
れ
た
。
こ
の
の
ち
、
ハ
ー
ト

リ
ー
は
こ
の
ア
ド
リ
ア
海
の
町
を
く
り
か
え
し
訪
れ
る
よ
う
に
な
る
の
だ
が
、
ハ
ー
ト
リ
ー
と
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

は
、
次
節
で
や
や
く
わ
し
く
扱
う
の
で
、
こ
こ
で
は
、
こ
れ
が
初
訪
問
で
あ
っ
た
こ
と
に
ふ
れ
る
に
止
め
る
。

翌
一
九
二
三
年
、
ハ
ー
ト
リ
ー
は
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
近
代
史
専
攻
を
「
次
席
優
等
」
で
卒
業
し
た
。
ハ
ー
ト
リ
ー
は

「
優
等
」
で
な
か
っ
た
こ
と
に
、
が
っ
か
り
し
、
過
小
評
価
さ
れ
た
と
感
じ
た
よ
う
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
イ
ー
ヴ
リ
ン
・
ウ
ォ
ー

（E
velyn

W
augh,

1903 -66

）
の
『
ブ
ラ
イ
ズ
ヘ
ッ
ド
ふ
た
た
びB

rideshead
R
evisited

』（1945

）
に
は
、
ハ
ー
ト
リ
ー
が
在

学
し
て
い
た
の
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
小
説
の
な
か
で
は
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
の
最
上
級
生
で
あ
る
登
場
人
物
が
、
入
学
し
た
て
の
語
り
手
に
向
か
い
、「
君
は
歴
史
を
専
攻
し
て
い
る
の
だ
ね
。
た
い
へ
ん
良
い

科
目
だ
。
い
ち
ば
ん
駄
目
な
の
が
英
文
学
、
つ
ぎ
に
駄
目
な
の
が
哲
学
・
政
治
学
・
経
済
学
だ
。
し
か
し
、
優
等
か
可
の
ど
ち
ら
か
を

取
る
の
だ
よ
。
そ
の
中
間
の
成
績
に
は
価
値
が
な
い
」、
と
い
っ
て
い
る
の
が
思
い
出
さ
れ
る�

。
ハ
ー
ト
リ
ー
は
、
良
好
な
専
攻
を
、

無
価
値
な
成
績
で
卒
業
し
た
わ
け
で
あ
る
。

ハ
ー
ト
リ
ー
は
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
在
学
中
に
文
筆
活
動
を
開
始
し
た
の
だ
が
、
そ
の
側
面
に
つ
い
て
は
、
後
段
で
ま
と
め

て
扱
う
こ
と
に
し
て
、
こ
の
人
物
の
生
涯
で
、
い
く
つ
か
気
に
な
る
点
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

ひ
と
つ
は
、
ハ
ー
ト
リ
ー
は
心
身
と
も
に
健
康
で
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
中
等
学
校
時
代
の
ハ
ー
ト
リ
ー
が
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
の
選
手
と
し
て
活
躍
し
た
の
は
例
外
的
な
こ
と
で
、
幼
少
年
期
の
ハ
ー
ト
リ
ー
に
は
呼
吸
器
疾
患
が
あ
り
、
成
人
し
て
か
ら
の
ハ
ー

ト
リ
ー
は
心
臓
が
不
調
で
、
中
年
以
降
は
高
血
圧
症
に
苦
し
ん
だ
。
死
の
床
に
つ
い
た
の
も
、
心
臓
発
作
が
原
因
で
あ
っ
た
。
ま
た
中
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年
以
後
の
ハ
ー
ト
リ
ー
は
極
度
に
肥
満
し
、「
洋
梨
型
」
の
体
躯
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
肥
満
の
主
た
る
原
因
は
、
過
度
の
飲
酒

と
運
動
不
足
で
あ
っ
た
。
晩
年
の
ハ
ー
ト
リ
ー
は
、
朝
か
ら
一
日
中
飲
酒
（
特
に
ジ
ン
）
を
す
る
状
態
に
な
っ
て
い
た
。
一
九
七
一
年
、

『
ス
ペ
ク
テ
イ
タ
ー
』
誌
の
短
編
小
説
コ
ン
テ
ス
ト
の
審
査
を
し
た
と
き
の
ハ
ー
ト
リ
ー
は
、
昼
前
か
ら
多
量
の
酒
を
飲
み
続
け
、
同

席
し
た
文
芸
部
記
者
の
回
想
に
よ
れ
ば
、「
大
き
な
赤
い
顎
を
し
て
、
よ
だ
れ
を
垂
ら
し
た
。
下
唇
か
ら
よ
だ
れ
を
垂
ら
す
の
を
自
分

で
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」
そ
う
で
あ
る�

。
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

ハ
ー
ト
リ
ー
は
、
精
神
的
に
も
不
安
定
な
と
こ
ろ
の
あ
る
人
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
す
で
に
婚
約
解
消
事
件
に
関
連
し
て
、
神
経
症
を

経
験
し
た
こ
と
に
ふ
れ
た
が
、
ハ
ー
ト
リ
ー
は
の
ち
に
六
十
歳
の
頃
に
も
神
経
症
に
悩
み
、
精
神
分
析
医
の
治
療
を
受
け
る
こ
と
を
考

え
、
友
人
に
止
め
ら
れ
た
と
い
う
。
お
そ
ら
く
は
深
酒
も
ま
た
、
不
安
定
な
精
神
状
態
を
麻
痺
さ
せ
よ
う
と
し
た
も
の
で
、
か
え
っ
て
、

そ
れ
を
悪
化
さ
せ
る
原
因
と
な
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

自
分
自
身
が
同
性
愛
者
で
あ
る
ら
し
い
伝
記
作
者
ラ
イ
ト
は
、
ハ
ー
ト
リ
ー
は
同
性
愛
者
で
あ
っ
た
と
断
定
し
て
い
る
。
ラ
イ
ト
の

断
定
は
、
自
ら
の
嗅
覚
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
か
ら
、
真
実
を
突
い
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
晩
年
の
ハ
ー
ト
リ
ー
自
身
も
そ
う
い

う
性
癖
を
他
人
に
ほ
の
め
か
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
ハ
ー
ト
リ
ー
は
終
生
独
身
で
あ
っ
た
。

ハ
ー
ト
リ
ー
が
同
性
愛
者
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
な
お
の
こ
と
で
あ
る
し
、
仮
に
そ
う
で
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
独
身
生
活
を
送
っ
た

と
い
う
こ
と
だ
け
で
、
ハ
ー
ト
リ
ー
の
精
神
に
は
ひ
と
つ
の
葛
藤
が
生
じ
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
書
き
物
か
ら
判
断

す
る
な
ら
、
ハ
ー
ト
リ
ー
は
あ
き
ら
か
に
保
守
的
な
考
え
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
し
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
的
な
思
想
や
倫
理
観
を
（
国
教
会

へ
の
改
宗
後
も
）
捨
て
き
れ
な
か
っ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ハ
ー
ト
リ
ー
は
、
本
来
な
ら
、
通
常
の
家
庭
生
活
を
営
み
、

独
身
生
活
や
同
性
愛
を
糾
弾
す
る
側
に
立
ち
た
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
望
ま
ず
し
て
、
自
分
を
少
数
派
で
、
は
み
出
し
者
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の
位
置
に
置
か
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
皮
肉
な
こ
と
で
あ
る
。
ハ
ー
ト
リ
ー
が
、
生
ま
れ
育
っ
た
英
国
に
違
和
感
を
感
じ
て
い
た
こ

と
は
、
お
そ
ら
く
そ
の
性
癖
や
生
活
形
式
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
ま
た
、
こ
う
い
う
心
中
の
葛
藤
や
違
和
感
が
小

説
家
ハ
ー
ト
リ
ー
を
生
み
出
し
た
と
い
う
側
面
も
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。

ハ
ー
ト
リ
ー
は
大
学
卒
業
後
、
壮
年
時
代
は
、
一
年
の
半
分
を
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
住
ま
う
ほ
か
は
、
両
親
の
家
フ
レ
ト
ン
・
タ
ワ
ー

や
、
友
人
の
家
に
転
々
と
滞
在
し
た
。
そ
し
て
遅
れ
ば
せ
に
四
十
代
半
ば
か
ら
、
自
分
の
家
に
住
ま
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ハ

ー
ト
リ
ー
は
四
十
四
歳
の
と
き
に
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
ー
市
内
の
、
川
沿
い
の
家
を
借
り
、
つ
い
で
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
セ
シ
ル
夫
妻
の
留
守

宅
に
仮
住
ま
い
を
し
た
後
、
五
十
三
歳
の
時
か
ら
、
バ
ー
ス
市
に
近
い
村
バ
ー
ス
フ
ォ
ー
ド
に
邸
宅
を
購
入
し
て
移
り
、
晩
年
に
は
ロ

ン
ド
ン
市
内
に
フ
ラ
ッ
ト
も
所
有
し
た
。
バ
ー
ス
フ
ォ
ー
ド
の
家
は
、
エ
イ
ヴ
ォ
ン
川
に
沿
う
庭
付
き
の
、
の
ち
に
は
ホ
テ
ル
に
改
装

さ
れ
る
ほ
ど
の
規
模
の
邸
宅
で
あ
っ
た
。
ハ
ー
ト
リ
ー
は
そ
こ
に
使
用
人
た
ち
と
住
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ハ
ー
ト
リ
ー
と
交

遊
の
あ
っ
た
評
論
家
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ア
レ
ン
（W

alter
A
llen
,
1911 -95

）
は
、
こ
の
家
は
あ
ま
り
生
活
感
が
な
く
、
ハ
ー
ト
リ
ー

の
孤
独
さ
が
印
象
的
で
あ
っ
た
、
と
回
想
し
て
い
る�

。
家
は
構
え
て
い
て
も
、
ハ
ー
ト
リ
ー
は
、
妻
子
が
い
な
い
た
め
に
家
庭
が
な
く
、

英
国
の
社
会
へ
の
所
属
も
希
薄
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
鋭
敏
な
ハ
ー
ト
リ
ー
自
身
が
自
覚
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

ハ
ー
ト
リ
ー
は
、
上
流
階
級
の
生
活
形
態
に
あ
こ
が
れ
、
そ
の
階
級
の
人
た
ち
と
の
交
際
を
求
め
た
。
交
際
は
多
く
の
場
合
、
許
さ

れ
た
よ
う
だ
が
、
そ
れ
は
上
流
階
級
の
一
員
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
な
く
、
ハ
ー
ト
リ
ー
は
そ
の
周
辺
に
留
ま
っ
た
。
こ
れ
は
上
流

階
級
の
長
所
も
短
所
も
見
え
や
す
い
視
角
を
得
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
ま
た
、
ハ
ー
ト
リ
ー
は
、
上
流
階
級
と
そ
の
生
活
形
態

と
が
確
固
と
し
て
い
た
時
期
の
英
国
に
愛
着
し
、
社
会
改
革
と
福
祉
国
家
化
が
進
ん
で
、（
ハ
ー
ト
リ
ー
の
見
方
で
は
）
下
層
階
級
の

堕
落
が
進
行
し
て
ゆ
く
の
を
嫌
悪
し
た
。
そ
う
し
て
、
し
だ
い
に
英
国
社
会
へ
の
違
和
感
を
募
ら
せ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
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家
族
と
の
関
係
に
つ
い
て
見
る
と
、
ハ
ー
ト
リ
ー
は
、
実
業
家
で
あ
っ
た
父
親
の
期
待
に
反
し
て
、
文
学
と
い
う
虚
業
の
世
界
に
入

っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
肩
身
の
狭
さ
を
感
じ
続
け
て
い
た
ら
し
い
。
父
親
は
文
学
を
生
業
に
す
る
の
を
容
認
し
て
く
れ
た
よ
う
だ
が
、

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ハ
ー
ト
リ
ー
の
一
種
の
罪
悪
感
は
持
続
し
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
父
親
は
強
健
で
、
一
九
五
四
年
、

九
十
四
歳
ま
で
生
き
、
最
晩
年
ま
で
煉
瓦
会
社
の
経
営
に
従
事
し
て
い
た
。
ハ
ー
ト
リ
ー
自
身
は
父
親
が
死
去
し
た
年
、
す
で
に
六
十

歳
間
近
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
の
ち
に
見
る
と
お
り
、
ハ
ー
ト
リ
ー
が
文
筆
で
自
立
で
き
た
の
は
ひ
じ
ょ
う
に
遅
く
、
五
十
歳
頃
の
こ
と

で
、
そ
れ
ま
で
は
実
質
的
に
父
親
の
資
産
に
寄
生
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
肩
身
の
狭
さ
は
な
お
さ
ら
で
あ
っ
た
ろ
う
。

母
親
は
、
す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
家
族
の
こ
と
を
過
剰
に
心
配
し
、
家
族
の
成
功
を
望
む
女
性
で
、
子
供
に
対
し
て
は
過
保
護
に

傾
い
た
。
ハ
ー
ト
リ
ー
が
結
婚
を
し
、
子
供
を
作
っ
て
、
一
家
を
形
成
し
な
か
っ
た
こ
と
も
お
そ
ら
く
原
因
と
な
り
、
母
親
は
、
い
つ

ま
で
も
ハ
ー
ト
リ
ー
と
同
居
し
た
が
っ
た
。
そ
れ
を
ハ
ー
ト
リ
ー
は
あ
り
が
た
く
思
い
つ
つ
、
疎
ま
し
く
感
じ
続
け
た
様
子
で
あ
る
。

し
か
も
、
母
親
も
わ
り
あ
い
長
寿
で
、
ハ
ー
ト
リ
ー
が
五
十
歳
近
く
な
る
ま
で
存
命
で
あ
っ
た
。

長
姉
は
自
我
と
指
導
欲
の
強
い
女
性
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
自
我
が
弱
く
て
、
他
人
の
意
思
を
尊
重
し
が
ち
な
ハ
ー
ト
リ
ー
に
は
、
半

ば
必
要
で
あ
り
な
が
ら
、
敬
遠
し
た
く
な
る
存
在
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
こ
の
姉
が
ハ
ー
ト
リ
ー
同
様
に
独
身
で
あ
っ
た
た
め
に
、
独
身

の
弟
ハ
ー
ト
リ
ー
に
そ
の
強
力
な
意
志
が
向
か
う
傾
き
が
あ
っ
た
。
こ
の
姉
は
、
終
生
、
父
母
の
家
に
同
居
し
、
一
九
六
七
年
、
ハ
ー

ト
リ
ー
の
最
晩
年
ま
で
生
き
て
い
た
。
ハ
ー
ト
リ
ー
に
は
、
こ
う
い
う
父
・
母
・
姉
と
、
彼
ら
の
住
む
家
フ
レ
ト
ン
・
タ
ワ
ー
か
ら
逃

れ
よ
う
、
で
き
る
だ
け
近
寄
る
ま
い
、
と
す
る
行
動
が
見
ら
れ
る
。

ハ
ー
ト
リ
ー
の
交
友
関
係
で
は
、
す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
上
流
階
級
の
人
た
ち
と
の
交
遊
が
目
立
つ
。
男
の
友
人
た
ち
の
な
か
で
、

と
り
わ
け
重
要
な
意
味
を
持
っ
た
の
が
評
論
家
と
し
て
名
高
い
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
セ
シ
ル
で
あ
る
。
セ
シ
ル
は
ハ
ー
ト
リ
ー
よ
り
も
や
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や
年
少
で
、
大
学
時
代
に
出
会
い
、
親
友
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
伝
記
作
家
ラ
イ
ト
の
推
測
に
よ
れ
ば
、
ハ
ー
ト
リ
ー
の
セ
シ
ル
に

対
す
る
感
情
は
同
性
愛
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
セ
シ
ル
が
婚
約
し
た
の
は
、
ハ
ー
ト
リ
ー
に
と
っ
て
裏
切
り
行
為
と
感
じ
ら
れ
、
ハ

ー
ト
リ
ー
は
セ
シ
ル
を
生
涯
許
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、
の
だ
そ
う
で
あ
る
（
前
掲
書
、p

p
.
98 -100

）。
た
だ
し
、
わ
た
く
し
に

は
真
偽
の
判
定
は
で
き
か
ね
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
ハ
ー
ト
リ
ー
は
、
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
セ
シ
ル
の
結
婚
式
で
は
付
添
を
務
め
、
二

人
の
間
に
で
き
た
子
供
の
代
父
も
つ
と
め
た
し
、
セ
シ
ル
夫
妻
の
留
守
宅
を
借
り
て
い
た
こ
と
も
あ
る
。
長
編
小
説
家
ハ
ー
ト
リ
ー
と

し
て
の
処
女
作Sim

onetta
P
erkins

（1925

）
は
セ
シ
ル
に
献
呈
さ
れ
た
し
、
ハ
ー
ト
リ
ー
は
終
生
、
自
分
の
書
き
も
の
の
善
し

悪
し
を
セ
シ
ル
に
判
断
し
て
も
ら
う
の
が
常
で
あ
っ
た
。
一
方
、
小
説
家
と
し
て
の
ハ
ー
ト
リ
ー
の
美
点
を
世
に
喧
伝
し
た
の
も
セ
シ

ル
で
あ
っ
た
し
、
ハ
ー
ト
リ
ー
の
葬
儀
で
弔
辞
を
述
べ
た
の
も
セ
シ
ル
で
あ
っ
た
。

ハ
ー
ト
リ
ー
に
は
女
性
の
友
人
も
多
か
っ
た
が
、
と
り
わ
け
重
要
な
の
が
、
七
十
歳
間
近
で
知
り
合
っ
た
ジ
ョ
ウ
ン
・
ホ
ー
ル

（Joan
H
all

）
で
あ
る
。
ジ
ョ
ウ
ン
は
文
学
好
き
の
主
婦
で
、
知
性
に
優
れ
、
読
書
家
で
、
ユ
ー
モ
ア
の
セ
ン
ス
が
あ
り
、
よ
い
友
人

と
な
っ
た
の
だ
が
、
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
作
家
と
し
て
の
ハ
ー
ト
リ
ー
に
重
要
な
役
目
を
果
た
し
た
。
ハ
ー
ト
リ
ー
は
タ
イ
プ
が
で

き
な
か
っ
た
が
、
ジ
ョ
ウ
ン
は
タ
イ
プ
が
上
手
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
ま
も
な
く
、
ジ
ョ
ウ
ン
は
ハ
ー
ト
リ
ー
の
浄
書
役
に
留
ま
ら
ず
、

草
稿
の
判
読
を
ゆ
だ
ね
ら
れ
、
さ
ら
に
は
、
最
終
原
稿
に
纏
め
上
げ
る
役
割
も
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
つ
ま
り
、
ジ
ョ
ウ
ン
は

ハ
ー
ト
リ
ー
作
品
の
一
種
の
校
訂
者
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
ジ
ョ
ウ
ン
の
ハ
ー
ト
リ
ー
へ
の
気
持
ち
は
友
情
を
超
え
る
も
の
で

あ
っ
た
ら
し
い
が
、
ハ
ー
ト
リ
ー
は
そ
こ
ま
で
踏
み
出
さ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ハ
ー
ト
リ
ー
は
、
作
品
の
な
か
で
、
く
り
か
え
し
少
年
期
の
ト
ラ
ウ
マ
を
描
い
た
。
作
品
に
描
か
れ
る
、
少
年
の
心
に
深
い
傷
を
負

わ
せ
た
事
件
そ
の
も
の
は
作
品
に
よ
っ
て
異
な
る
し
、
あ
ま
り
説
得
力
が
な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。
し
か
し
、
ハ
ー
ト
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リ
ー
が
ト
ラ
ウ
マ
体
験
を
取
り
上
げ
る
執
拗
さ
を
見
れ
ば
、
伝
記
作
者
ラ
イ
ト
の
よ
う
に
、
ハ
ー
ト
リ
ー
自
身
に
ト
ラ
ウ
マ
体
験
が
あ

っ
た
と
推
測
し
た
く
な
っ
て
当
然
で
あ
る
（
前
掲
書,p.253 ;pp.213 -14

）。
仮
に
ラ
イ
ト
の
い
う
よ
う
に
ハ
ー
ト
リ
ー
が
同
性
愛
者

で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
こ
と
を
自
覚
し
た
、
あ
る
い
は
自
覚
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
が
ト
ラ
ウ
マ
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ハ
ー
ト
リ
ー
は
、
自
分
で
は
ラ
ジ
オ
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
こ
と
も
で
き
な
い
人
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
配
偶
者
も
い
な
か
っ

た
。
し
た
が
っ
て
、
生
活
し
て
い
く
た
め
の
助
け
は
、
す
べ
て
使
用
人
か
ら
得
る
し
か
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
ハ
ー
ト
リ
ー
は
使
用

人
を
雇
い
入
れ
る
場
合
に
、
信
用
の
お
け
る
紹
介
業
者
を
介
さ
ず
、『
タ
イ
ム
ズ
』
誌
に
求
人
広
告
を
載
せ
、
み
ず
か
ら
面
接
を
し
て

採
用
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
最
初
に
雇
っ
た
使
用
人
頭
は
頼
れ
る
人
物
で
あ
っ
た
も
の
の
、
使
用
人
の
あ
い
だ
で
は
ト
ラ
ブ
ル
が
絶

え
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
ハ
ー
ト
リ
ー
は
の
ち
に
は
精
神
異
常
者
や
犯
罪
者
を
雇
っ
て
、
被
害
を
被
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
た

だ
し
、
ハ
ー
ト
リ
ー
は
、
み
ず
か
ら
、
使
用
人
に
尋
常
で
な
い
人
間
た
ち
を
求
め
て
い
た
様
子
も
窺
え
る
。
そ
れ
に
、
ウ
ォ
ル
タ
ー
・

ア
レ
ン
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
ハ
ー
ト
リ
ー
は
い
か
に
も
「
カ
モ
」
の
よ
う
に
見
え
て
し
ま
う
人
で
、
使
用
人
た
ち
か
ら
だ
け
で
な
く
、

ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
の
犠
牲
に
な
っ
た
の
だ
そ
う
で
あ
る�

。

ハ
ー
ト
リ
ー
の
文
筆
活
動
は
ど
う
い
う
も
の
だ
っ
た
か
。
ハ
ー
ト
リ
ー
の
文
筆
活
動
の
開
始
は
早
く
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
在

学
中
か
ら
で
あ
っ
た
。『
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
・
ア
ウ
ト
ル
ッ
ク
』
誌
の
副
編
集
長
と
し
て
編
集
に
当
た
る
か
た
わ
ら
、
書
評
や
短
編

小
説
を
こ
の
雑
誌
に
掲
載
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
雑
誌
に
発
表
し
た
短
編
数
編
は
ま
も
な
く
初
短
編
集
『
夜
の
怪N

ig
h
t
F
ears

』

（1924

）
に
収
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

大
学
卒
業
後
、
ハ
ー
ト
リ
ー
が
長
年
携
わ
っ
た
文
筆
活
動
は
書
評
の
執
筆
で
あ
っ
た
。『
ス
ペ
ク
テ
イ
タ
ー
』、『
ス
ケ
ッ
チ
』、『
サ
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タ
デ
ー
・
レ
ヴ
ュ
ー
』、『
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
・
レ
ヴ
ュ
ー
』、『
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
』
と
い
っ
た
新
聞
雑
誌
に
、
新
刊
小
説
の
書
評
を
書
い

た
の
で
あ
る
。
一
九
二
九
年
、『
ス
ケ
ッ
チ
』
誌
に
書
評
を
書
き
始
め
る
こ
ろ
に
は
、「
高
名
な
文
芸
批
評
家
」
で
、「
現
在
の
英
国
で
、

小
説
に
つ
い
て
は
最
高
の
批
評
家
」
と
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た�

。「
は
じ
め
に
」
で
ふ
れ
たM

ichael
A
lexander

の
英
文

学
史
が
、
書
評
家
と
し
て
ハ
ー
ト
リ
ー
を
取
り
上
げ
て
い
た
の
は
、
じ
つ
は
、
そ
れ
な
り
の
根
拠
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
ハ
ー
ト
リ

ー
は
、
二
十
数
年
間
に
わ
た
り
、
お
よ
そ
六
千
冊
を
超
え
る
本
を
書
評
し
た
だ
ろ
う
と
回
想
し
て
い
る
。
毎
週
平
均
五
冊
を
書
評
し
た

の
だ
そ
う
で
あ
る
。
伝
記
作
者
ラ
イ
ト
は
、
小
説
家
ヒ
ュ
ー
・
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
（H

ugh
W
alpole,1884 -1941

）
が
ハ
ー
ト
リ
ー
に

宛
て
た
言
葉
、「
わ
た
く
し
の
知
る
か
ぎ
り
、
賢
明
で
、
親
切
で
も
あ
る
唯
一
の
批
評
家
」
な
ど
を
引
き
な
が
ら
、
ハ
ー
ト
リ
ー
が
判

断
と
理
解
に
す
ぐ
れ
た
書
評
家
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る�

。
お
そ
ら
く
は
、
六
千
冊
と
い
う
数
の
執
筆
依
頼
が
あ
っ
た
こ
と
自
体
が
、

全
般
的
に
は
、
ハ
ー
ト
リ
ー
の
綴
っ
た
書
評
の
水
準
の
高
さ
を
証
明
し
て
い
る
に
違
い
な
い
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
ハ
ー
ト
リ
ー
の

小
説
を
高
く
評
価
し
、
友
人
と
も
な
っ
た
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ア
レ
ン
が
、
そ
う
な
る
ま
え
に
、
自
分
の
出
版
し
た
二
、
三
の
小
説
を
ハ
ー

ト
リ
ー
に
よ
っ
て
、「
あ
ま
り
同
情
心
も
洞
察
力
も
見
ら
れ
な
い
書
評
を
さ
れ
て
い
た
」、
と
書
い
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
し
て
良
い
だ

ろ
う�

。
一
週
間
に
五
冊
も
書
評
す
れ
ば
、
質
に
ば
ら
つ
き
が
生
じ
て
当
然
だ
か
ら
で
あ
る
。
ハ
ー
ト
リ
ー
が
こ
れ
ほ
ど
多
数
の
書
評
を

長
年
書
き
続
け
た
背
景
に
は
、
依
頼
を
断
れ
な
い
性
格
の
ほ
か
に
、
文
筆
に
従
事
し
て
い
る
自
尊
心
を
満
足
さ
せ
る
気
持
ち
も
あ
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
書
評
を
す
る
こ
と
か
ら
学
べ
る
点
も
少
な
く
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
他
方
に
は
弊
害
も
あ
っ
て
、
ハ
ー
ト
リ

ー
は
の
ち
に
は
本
を
読
む
喜
び
を
失
い
、
創
作
に
欠
か
せ
な
い
想
像
力
の
減
退
も
招
い
た
よ
う
で
あ
る
。

創
作
家
と
し
て
の
ハ
ー
ト
リ
ー
が
世
間
で
評
価
さ
れ
た
の
は
、
文
芸
批
評
家
と
し
て
知
ら
れ
た
と
き
よ
り
も
は
る
か
に
の
ち
、
第
二

次
世
界
大
戦
が
終
わ
っ
た
頃
か
ら
で
あ
る
。
ハ
ー
ト
リ
ー
は
、
す
で
に
四
十
九
歳
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
と
き
ま
で
に
、
ハ
ー
ト
リ
ー
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は
、
短
編
集
『
夜
の
怪
』（1924

）、
中
編
小
説Sim

onetta
P
erkins

（1925

）、
短
編
集
『
毒
瓶T

he
K
illing

B
ottle

』（1932

）、

最
初
の
長
編
小
説T

he
Shrim

p
and

the
A
nem
one

（1944

）
を
出
版
し
て
い
た
。
こ
の
な
か
でSim

onetta
P
erkins

に
つ

い
て
は
、『
サ
タ
デ
ー
・
レ
ヴ
ュ
ー
』
誌
が
「
過
去
二
、
三
年
で
読
書
界
に
登
場
し
た
、
も
っ
と
も
期
待
さ
れ
る
、
才
能
豊
か
な
新
人

の
ひ
と
り
」
と
評
し
て
く
れ
た
が
、
本
は
売
れ
ず
、
ハ
ー
ト
リ
ー
は
十
二
ポ
ン
ド
を
手
に
し
た
だ
け
で
あ
っ
た�

。
売
れ
行
き
が
悪
か
っ

た
の
は
、
ふ
た
つ
の
短
編
集
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
長
編
小
説T

he
Shrim

p
and
the
A
nem
one

の
評
判
は

良
く
、
売
れ
行
き
も
悪
く
な
く
て
、
一
九
四
五
年
に
再
版
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、T

h
e
S
ix
th
H
eav
en

（1946

）、

E
ustace

and
H
ilda

（1947

）
と
あ
わ
せ
て
三
部
作
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
三
部
作
は
、
気
弱
で
虚
弱
で
他
人
の
気
に

入
ら
れ
る
の
を
好
む
ユ
ス
タ
ス
と
、
性
格
が
強
く
て
干
渉
癖
の
あ
る
姉
ヒ
ル
ダ
と
の
関
係
を
、
少
年
少
女
期
か
ら
成
人
後
へ
、
ユ
ス
タ

ス
の
自
己
犠
牲
に
よ
る
死
に
至
る
ま
で
辿
っ
て
ゆ
く
。
こ
の
作
品
に
つ
い
て
、
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ア
レ
ン
は
『
ニ
ュ
ー
・
ス
テ
イ
ツ
マ
ン
』

誌
上
で
、「
ハ
ー
ト
リ
ー
氏
の
三
部
作
は
、
わ
た
く
し
の
見
る
と
こ
ろ
、
現
代
小
説
の
な
か
の
、
ご
く
少
数
の
傑
作
の
ひ
と
つ
で
あ
る
」

と
評
し
、『
タ
イ
ム
ズ
文
芸
付
録
』
も
、「
ユ
ス
タ
ス
の
三
部
作
で
、
ハ
ー
ト
リ
ー
氏
は
、
こ
の
国
で
近
年
出
版
さ
れ
た
最
高
の
小
説
を

生
み
出
し
た
」、
と
評
し
た�

。

こ
れ
よ
り
先
、
一
九
四
五
年
に
、
ハ
ー
ト
リ
ー
は
出
版
社
パ
ト
ナ
ム
社
か
ら
、
一
九
四
七
年
末
ま
で
に
、
右
の
三
部
作
に
続
い
て
も

う
一
冊
小
説
を
書
く
な
ら
、
月
々
六
○
ポ
ン
ド
の
前
渡
し
金
を
受
け
取
る
、
と
の
約
束
を
得
て
い
た
。
ハ
ー
ト
リ
ー
は
、
こ
の
と
き
か

ら
小
説
家
と
し
て
の
生
活
に
入
っ
た
と
見
て
良
い
だ
ろ
う
。

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
小
説
家
と
し
て
の
ハ
ー
ト
リ
ー
の
出
発
点
がE

ustace
and

H
ilda

三
部
作
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
ハ
ー

ト
リ
ー
を
有
名
小
説
家
に
し
た
の
が
一
九
五
三
年
出
版
のT

he
G
o-B
etw
een

で
あ
っ
た
。
こ
の
小
説
は
、
少
年
時
代
に
、
上
流
の
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令
嬢
と
そ
の
使
用
人
と
の
あ
い
だ
で
、
恋
の
取
り
持
ち
役
を
つ
と
め
さ
せ
ら
れ
、
心
に
傷
を
負
っ
た
人
物
の
思
い
出
話
で
あ
る
。
デ
イ

ヴ
ィ
ッ
ド
・
セ
シ
ル
は
、『
タ
イ
ム
ズ
文
芸
付
録
』
誌
上
で
こ
の
小
説
を
「
完
成
度
の
極
め
て
高
い
作
品
で
、
ね
ら
い
を
正
確
に
達
成

し
て
い
る
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
説
明
を
要
し
な
い
。
読
ん
で
賛
美
す
れ
ば
よ
い
だ
け
で
あ
る
」、
と
絶
賛
し
た�

。
出
版
社
（
ハ
ミ
ル
ト
ン

社
）
側
で
は
、
初
年
度
の
売
り
上
げ
を
十
万
部
と
見
込
ん
で
い
た
の
が
、
五
万
部
に
達
し
な
か
っ
た
の
で
が
っ
か
り
し
た
と
い
う
が
、

そ
れ
に
し
て
も
よ
く
売
れ
た
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
こ
の
作
品
は
ハ
イ
ネ
マ
ン
文
学
賞
を
受
賞
し
た
し
、
出
版
後
ま
も
な
く
、
仏
語
、

伊
語
、
蘭
語
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
語
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
に
訳
さ
れ
た
。
一
九
五
五
年
に
日
本
語
訳
（
蕗
澤
忠
枝
訳
）
も
出
版
さ
れ
た
の
は
、

「
ま
え
が
き
」
で
ふ
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
一
九
五
五
年
に
、
ハ
ー
ト
リ
ー
が
王
立
文
学
協
会
の
特
別
会
員
に
選
ば
れ
た
り
、
翌

一
九
五
六
年
に
大
英
帝
国
第
三
等
勲
爵
士
を
授
け
ら
れ
た
の
も
、
こ
の
作
品
に
よ
っ
て
有
名
作
家
と
な
っ
た
の
が
機
縁
で
あ
ろ
う
。
こ

の
の
ち
、
ハ
ー
ト
リ
ー
は
、
英
国
国
内
ば
か
り
で
な
く
、
ド
イ
ツ
や
イ
タ
リ
ア
で
公
演
旅
行
を
し
た
り
、
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
で
話
を
し

た
り
す
る
よ
う
に
な
る
し
、
一
九
六
六
年
に
は
、
国
際
ペ
ン
ク
ラ
ブ
英
国
支
部
の
会
長
に
選
ば
れ
る
。
文
筆
界
の
名
士
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。

ち
な
み
に
、T

he
G
o-B
etw
een

は
出
版
当
初
か
ら
映
画
化
の
話
が
あ
っ
た
が
、
な
か
な
か
実
現
せ
ず
、
実
際
に
映
画
化
さ
れ
た

の
は
一
九
七
○
年
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
映
画
は
ハ
ロ
ル
ド
・
ピ
ン
タ
ー
（H

arold
P
inter,

1909 -84

）
の
脚
本
で
、
ジ
ョ
ウ

ゼ
フ
・
ロ
ウ
ジ
ー
（Josep

h
L
osey

,
1909 -84

）
監
督
に
よ
り
、
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
州
で
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
撮
影
さ
れ
た
。
ハ
ー
ト
リ
ー

は
妹
ノ
ー
ラ
へ
の
手
紙
に
、「
そ
れ
が
起
こ
っ
た
邸
で
は
な
い
の
で
す
が
、
イ
ー
ス
ト
・
デ
ィ
ア
ラ
ム
の
近
く
で
撮
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
」
と
書
き
送
っ
た�

。
小
説
中
の
出
来
事
が
な
に
が
し
か
の
事
実
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
言
葉
で
あ
る
。
試
写
会

で
ハ
ー
ト
リ
ー
は
心
の
動
揺
を
見
せ
た
と
い
う
。
映
画
の
出
来
は
上
々
だ
っ
た
が
、
収
益
は
上
が
ら
な
か
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
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以
下
、
ハ
ー
ト
リ
ー
の
著
作
一
覧
を
掲
げ
て
お
く
。
個
々
の
作
品
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
回
・
次
々
回
の
拙
文
で
ふ
れ
る
こ
と
も

あ
る
だ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
笠
原
勝
郎
編
『
最
新
イ
ギ
リ
ス
文
学
史
年
表
―
―
翻
訳
書
・
研
究
書
列
記
』（
こ
び
あ
ん
書
房
、1995

）

も
、L

.
P
.
H
artley

の
項
目
に
つ
い
て
は
、
出
版
作
品
の
半
数
程
度
し
か
拾
っ
て
い
な
い
か
ら
、
以
下
の
目
録
に
も
意
味
が
あ
る
だ

ろ
う
と
思
う
。

N
ight

F
ears

and
O
ther

Stories

（P
utnam

,1924

）
短
編
集

Sim
onetta

P
erkins

（P
utnam

,1925

）
中
編
小
説

T
he
K
illing

B
ottle

（P
utnam

,1932

）
短
編
集

T
he
Shrim

p
and
the
A
nem
one
（P

utnam
,1944

）
長
編
小
説

T
he
Sixth

H
eaven

（P
utnam

,1946
）
長
編
小
説

E
ustace

and
H
ilda

（P
utnam

,1947

）
長
編
小
説

T
he
B
oat

（P
utnam

,1949

）
長
編
小
説

T
he
T
ravelling

G
rave

（B
arrie,1951

）
短
編
集

M
y
F
ellow

D
evils

（B
arrie,1951

）
長
編
小
説

T
he
G
o-B
etw
een

（H
am
ish
H
am
ilton,1953

）
長
編
小
説

T
he
W
hite

W
and
and
O
ther

Stories

（H
am
ish
H
am
ilton,1954

）
短
編
集
（
表
題
作
は
中
編
小
説
）

A
P
erfect

W
om
an

（H
am
ish
H
am
ilton,1955

）
長
編
小
説
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T
he
H
iring

（H
am
ish
H
am
ilton,1957

）
長
編
小
説

F
acial

Justice

（H
am
ish
H
am
ilton,1960

）
長
編
小
説

T
w
o
for
the
R
iver

（H
am
ish
H
am
ilton,1961

）
短
編
集

T
he
B
rickfield

（H
am
ish
H
am
ilton,1964

）
長
編
小
説

T
he
B
etrayal

（H
am
ish
H
am
ilton,1966

）
長
編
小
説

T
he
N
ovelist's

R
esponsibility:L

ectures
and
E
ssays

（H
am
ish
H
am
ilton,1967

）
評
論
集

T
he
C
ollected

Short
Stories

of
L
.P
.H
artley

（H
am
ish
H
am
ilton,1968

）
短
編
集

P
oor
C
lare

（H
am
ish
H
am
ilton,1968

）
長
編
小
説

T
he
L
ove-A

dept

（H
am
ish
H
am
ilton,1969

）
長
編
小
説

M
y
Sister's

K
eeper

（H
am
ish
H
am
ilton,1970

）
長
編
小
説

T
he
H
arness

R
oom

（H
am
ish
H
am
ilton,1971

）
長
編
小
説

M
rs
C
arteret

R
eceives

and
O
ther

Stories
（H

am
ish
H
am
ilton,1971

）
短
編
集
（
表
題
作
は
中
編
小
説
）

T
he
C
ollections

（H
am
ish
H
am
ilton,1972

）
長
編
小
説

T
he
W
ill
and
the
W
ay

（H
am
ish
H
am
ilton,1973

）
長
編
小
説

T
he
C
om
plete

Short
Stories

of
L
.P
.H
artley

（H
am
ish
H
am
ilton,1973

）
短
編
集
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二
　
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
ハ
ー
ト
リ
ー

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
近
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
と
っ
て
、
近
代
日
本
人
に
と
っ
て
の
京
都
と
似
た
意
味
を
持
っ
た
都
市
で
あ
っ
た
ろ
う
。

こ
の
都
市
は
、
十
九
世
紀
以
降
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
急
速
に
近
代
化
を
進
め
る
な
か
に
あ
っ
て
、
近
代
以
前
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
都
市
の
形
態

を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
に
残
し
て
「
心
の
ふ
る
さ
と
」
化
し
、
そ
の
一
方
で
、
十
九
世
紀
後
半
以
後
の
鉄
道
網
の
発
達
に
よ
り
、
訪
れ
る
の

が
容
易
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

十
九
世
紀
後
半
以
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
上
流
階
級
や
上
層
中
産
階
級
の
人
た
ち
に
と
っ
て
、
生
涯
に
何
度
か
こ
の
町
を
訪
れ
る
の
は
、

ご
く
普
通
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
文
学
者
た
ち
も
、
多
く
は
そ
れ
ら
の
階
級
に
属
し
て
い
た
か
ら
、
や
は
り
普
通
に
そ
う
し
た
の
で
あ
る
。

ヘ
ン
リ
ー
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
（H

enry
Jam
es,

1843 -1916

）、
プ
ル
ー
ス
ト
（M

arcel
P
roust,

1871 -1922

）、
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン

（T
h
om
as
M
an
n
,
1875 -1955

）、
イ
ー
ヴ
リ
ン
・
ウ
ォ
ー
（1903 -66

）
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
そ
の
よ
う
に
し
た
文
学
者
で
あ
る
。

ま
た
一
方
に
は
、
こ
の
町
に
魅
せ
ら
れ
、
住
み
着
い
て
し
ま
う
人
た
ち
も
あ
っ
た
。
文
筆
の
世
界
で
い
え
ば
、
コ
ル
ヴ
ォ
ー
男
爵
と
自

称
し
た
小
説
家
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ロ
ル
フ
（F

red
erick

R
olfe,

1860 -1913

）
や
歴
史
家
ホ
レ
イ
シ
オ
・
ブ
ラ
ウ
ン
（H

oratio

B
row
n,1853 -1926

）
の
よ
う
な
人
た
ち
が
、
そ
れ
で
あ
る
。

し
か
し
、
Ｌ
・
Ｐ
・
ハ
ー
ト
リ
ー
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
の
関
わ
り
方
は
、
そ
の
い
ず
れ
と
も
異
な
る
中
間
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ハ

ー
ト
リ
ー
は
、
壮
年
期
の
十
二
年
間
に
わ
た
り
、
毎
年
、
春
と
秋
に
、
こ
の
町
を
訪
れ
、
滞
在
を
繰
り
返
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
行
動

様
式
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
詩
人
・
小
説
家
ア
ン
リ
・
ド
・
レ
ニ
エ
（H

enri
de
R

é gnier,
1864 -1936

）
に
酷
似
し
て
い
る
。
ハ
ー
ト

リ
ー
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
と
ら
え
方
に
つ
い
て
も
、
多
く
の
作
品
の
題
材
を
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
か
ら
得
た
点
で
も
、
レ
ニ
エ
に
類
似
し

て
い
る
が
、
こ
の
側
面
に
つ
い
て
は
、
の
ち
に
ふ
れ
る
機
会
が
あ
る
だ
ろ
う
。
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ハ
ー
ト
リ
ー
が
は
じ
め
て
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
訪
れ
た
の
は
、
一
九
二
二
年
九
月
、
二
十
七
歳
の
と
き
で
あ
る
。
ハ
ー
ト
リ
ー
は
ま
だ

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
在
学
中
で
あ
っ
た
。
友
人
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
・
キ
ッ
チ
ン
（C

lifford
K
itch
in
,
1895 -1967 .

の
ち
の
小
説
家
）

か
ら
旅
を
誘
わ
れ
、
あ
ま
り
乗
り
気
で
は
な
か
っ
た
が
、
従
っ
た
ら
し
い
。
し
か
し
、
は
じ
め
て
体
験
す
る
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
、
予
想

に
反
し
て
快
い
場
所
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
ハ
ー
ト
リ
ー
は
現
地
か
ら
母
親
に
宛
て
た
手
紙
に
、
こ
う
書
い
て
い
る
。

こ
こ
は
じ
つ
に
心
地
の
良
い
と
こ
ろ
で
す
…
…
。
こ
れ
ま
で
毎
日
、
日
が
降
り
注
い
で
い
て
、
ぼ
く
は
、
世
界
中
で
き
っ
と
一

番
安
全
な
浜
辺
で
水
浴
を
し
ま
し
た
。
リ
ド
と
い
う
場
所
で
す
。
…
…
こ
の
町
は
、
お
よ
そ
骨
折
り
と
は
無
縁
の
場
所
で
す
。

ゴ
ン
ド
ラ
は
気
持
ち
を
和
ら
げ
て
く
れ
ま
す
し
、
そ
れ
に
乗
っ
て
ど
こ
か
へ
行
く
の
は
、
時
間
は
か
か
る
け
れ
ど
、
丸
太
を
滑

り
降
り
る
よ
う
に
楽
で
す�

。

神
経
症
に
悩
ん
で
い
た
ハ
ー
ト
リ
ー
に
と
っ
て
、「
気
持
ち
を
和
ら
げ
て
く
れ
る
」
こ
の
町
は
、
あ
り
が
た
い
も
の
で
あ
っ
た
に
違

い
な
い
。
し
か
も
、「
こ
こ
は
じ
つ
に
心
地
よ
い
と
こ
ろ
で
す
」
と
い
う
認
識
は
ま
た
、
ハ
ー
ト
リ
ー
が
こ
の
町
の
重
要
な
本
質
を
即

座
に
つ
か
み
取
っ
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
通
レ
ニ
エ
が
、
初
訪
問
の
こ
の
町

か
ら
感
じ
取
っ
た
も
の
と
、
ま
っ
た
く
同
じ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
レ
ニ
エ
は
の
ち
に
随
想
集
『
ア
ル
タ
ー
ナ
―
―
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
暮
ら

しA
ltana

ou
la
V
ie
v

é nitienne

』（1928

）
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
く
。

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
、
並
外
れ
た
心
地
よ
さ
で
包
み
込
ん
で
く
れ
る
か
ら
、
人
は
、
す
ぐ
に
、
穏
や
か
な
幸
福
感
―
―
友
好
的
な
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く
つ
ろ
ぎ
、
控
え
め
な
喜
び
、
優
し
い
感
謝
の
気
持
ち
―
―
の
な
か
で
、
生
き
る
よ
う
に
な
る�

。

ハ
ー
ト
リ
ー
は
ま
た
、
こ
の
町
に
、
心
地
よ
さ
だ
け
で
な
く
、
強
烈
な
生
と
死
の
対
照
を
見
て
取
っ
た
。
ハ
ー
ト
リ
ー
は
中
編
小
説

T
he
W
hite

W
and

の
語
り
手
に
、
こ
う
い
わ
せ
て
い
る
。

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
は
と
き
ど
き
起
こ
る
こ
と
で
す
が
、
こ
の
と
き
も
、
死
の
観
念
が
わ
た
し
に
付
き
ま
と
い
ま
し
た
。
教
会
、

鐘
の
音
、
美
し
さ
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
人
の
圧
倒
的
な
元
気
さ
、
こ
れ
は
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
、
感
覚
が
人
に
与
え
て
く
れ
る
も

の
、
つ
ま
り
、
生
を
強
調
し
て
い
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
生
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
な
れ
ば
、
そ
れ

と
は
正
反
対
の
、
死
し
か
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
北
の
国
々
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
度
合
い
の
生
が
あ
る
の
で
す
。
で
も
、
イ
タ
リ

ア
は
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
国
で
、
中
間
的
色
調
の
国
で
は
あ
り
ま
せ
ん�

。

こ
れ
は
、
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
『
ヴ
ェ
ニ
ス
に
死
すD

er
T
od
in
V
enedig

』（1912

）
に
典
型
的
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
を
死
に
取
り
憑
か
れ
て
い
る
町
、
そ
し
て
そ
こ
を
訪
れ
る
人
を
死
に
引
き
込
む
町
、
と
み
る
捉
え
方
を
包
含
し
つ
つ
、
同
時
に

そ
れ
を
超
え
て
い
る
と
も
い
え
そ
う
な
認
識
で
あ
る
。

な
お
、
ハ
ー
ト
リ
ー
の
さ
き
ほ
ど
の
手
紙
の
な
か
に
「
リ
ド
」
と
あ
っ
た
の
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
潟
湖
を
ア
ド
リ
ア
海
か
ら
隔
て

て
い
る
細
長
い
砂
州
の
島
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
島
の
ア
ド
リ
ア
海
側
の
浜
辺
に
は
、
十
九
世
紀
後
半
か
ら
海
水
浴
施
設
が
つ
く
ら
れ
、

さ
ら
に
二
十
世
紀
転
換
期
に
は
豪
華
な
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
も
建
て
ら
れ
て
、
の
ち
に
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
（L

uchino
V
isconti,1906 -
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1976

）
監
督
の
映
画
『
ベ
ニ
ス
に
死
すM

orte
a
V
enezia

』（1971

）
に
再
現
さ
れ
る
よ
う
な
、
上
流
階
級
の
国
際
的
保
養
地
・
社

交
場
と
な
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
ハ
ー
ト
リ
ー
は
、
一
九
二
四
年
に
も
、
一
九
二
五
年
に
も
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
訪
れ
た
が
、
一
九
二
七
年
九
月
に
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
を
訪
れ
た
と
き
か
ら
は
、
ホ
テ
ル
で
な
く
、
普
通
の
邸
の
数
部
屋
を
借
り
て
住
ま
う
よ
う
に
な
っ
た
。
聖
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ー
ノ
河
岸

に
あ
る
そ
の
家
（San

Sebastiano
2542

番
地
）
は
今
も
残
っ
て
い
る
。
間
口
の
あ
ま
り
広
く
な
い
家
だ
が
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
家

屋
は
一
般
に
、
京
都
の
町
屋
と
似
て
奥
行
き
が
深
い
の
で
、
お
そ
ら
く
は
こ
れ
も
け
っ
し
て
小
さ
な
家
で
は
あ
る
ま
い
。
家
の
正
面
は

全
体
に
古
び
、
二
階
は
円
形
ア
ー
チ
窓
が
四
つ
連
な
っ
て
、
中
央
に
バ
ル
コ
ニ
ー
が
つ
い
て
い
る
。
外
観
は
さ
し
て
豪
華
な
も
の
で
は

な
い
が
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
家
は
、
外
観
か
ら
は
予
想
で
き
な
い
ほ
ど
内
装
が
豪
華
で
あ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
か
ら
、
こ
の
家
も
そ

う
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

聖
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ー
ノ
河
岸
は
、
幅
広
い
ジ
ュ
デ
ッ
カ
運
河
に
南
面
す
る
土
手
路
フ
ォ
ン
ダ
メ
ン
テ
・
ザ
ッ
テ
レ
を
西
端
ま
で
歩
い

て
、
北
に
曲
が
り
、「
風
の
小
路
」
と
い
う
名
の
路
地
を
抜
け
、
小
運
河
沿
い
に
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
歩
い
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
の
地

区
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
な
か
で
も
、
聖
マ
ル
コ
広
場
や
リ
ア
ル
ト
橋
あ
た
り
と
は
異
な
り
、
ほ
と
ん
ど
地
元
の
人
た
ち
し
か
い
な
い
、

静
か
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
聖
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ー
ノ
河
岸
の
名
は
、
小
運
河
を
跨
ぐ
小
橋
を
渡
っ
た
と
こ
ろ
に
聖
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ー
ノ

（
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ヌ
ス
）
教
会
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ハ
ー
ト
リ
ー
は
、
滞
在
し
て
い
る
家
の
バ
ル
コ

ニ
ー
か
ら
、
教
会
の
正
面
に
据
え
ら
れ
た
、
矢
で
射
ら
れ
て
殉
教
す
る
聖
人
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ヌ
ス
の
像
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

ハ
ー
ト
リ
ー
の
滞
在
し
た
こ
の
家
は
、
ヴ
ァ
ン
・
デ
ル
・
フ
ー
ヴ
ェ
ン
と
い
う
名
の
夫
人
の
所
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
夫
人
は
ロ

シ
ア
人
で
、
オ
ラ
ン
ダ
人
男
爵
の
寡
婦
で
あ
っ
た
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
、
十
八
世
紀
末
に
共
和
国
が
崩
壊
し
て
以
来
、
長
期
に
わ
た
る
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異
民
族
統
治
と
経
済
不
況
と
を
経
験
す
る
な
か
で
、
多
数
の
館
や
家
が
裕
福
な
外
国
人
の
所
有
物
と
な
っ
た
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
そ
の

意
味
で
も
国
際
色
豊
か
な
町
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
こ
の
聖
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ー
ノ
河
岸
の
家
も
、
同
様
の
経
過
を
た
ど
っ
て
い
た
も
の
だ

ろ
う
。
ハ
ー
ト
リ
ー
は
、
こ
の
家
の
数
室
を
借
り
た
の
で
あ
る
。

ハ
ー
ト
リ
ー
は
、
こ
の
の
ち
、
毎
年
、
春
と
秋
に
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
こ
の
家
に
や
っ
て
き
て
、
春
秋
そ
れ
ぞ
れ
三
ヶ
月
ず
つ
を
過
ご

し
た
。
一
年
の
半
分
は
、
こ
こ
に
滞
在
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ハ
ー
ト
リ
ー
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
以
外
で
は
、
こ
の
こ
ろ
ま
だ

自
分
の
家
を
持
た
ず
、
両
親
の
家
や
、
友
人
の
家
を
転
々
と
し
て
過
ご
し
て
い
た
か
ら
、
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ー
ノ
河
岸
の
こ
の
家
が
事
実

上
の
本
拠
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
ハ
ー
ト
リ
ー
は
、
こ
の
家
で
、
書
評
の
原
稿
と
、
長
編
・
短
編
の
小
説
と
を
書
い
た
。
代
表
作T

he

G
o-B
etw
een

も
こ
の
家
で
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
家
は
ま
た
、
英
国
の
友
人
・
知
人
た
ち
と
交
友
す
る
場
に
も
な
っ
た
。

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
セ
シ
ル
を
は
じ
め
と
す
る
母
国
の
友
人
・
知
人
が
訪
れ
た
り
、
滞
在
し
た
り
す
る
場
所
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ハ
ー
ト
リ
ー
が
新
た
に
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
知
り
合
っ
て
親
交
を
結
ん
だ
人
た
ち
の
な
か
に
バ
ー
ク
レ
ー
伯
爵
夫
人
モ
リ
ー
が
あ
る
。

モ
リ
ー
・
バ
ー
ク
レ
ー
、
小
説A

P
erfect

W
om
an

の
献
辞
に
名
を
記
さ
れ
る
女
性
で
あ
る
。
バ
ー
ク
レ
ー
夫
妻
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

で
の
家
は
、
バ
ル
ビ
の
館
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
こ
の
町
の
目
抜
き
通
り
で
あ
る
大
運
河
に
面
し
た
豪
華
な
館
で
、
今
は
ヴ
ェ
ネ
ト
州

庁
舎
の
お
か
れ
て
い
る
建
物
で
あ
る
。
ハ
ー
ト
リ
ー
が
小
説E

ustace
and

H
ilda

で
主
人
公
の
滞
在
す
る
館
の
モ
デ
ル
の
ひ
と
つ
に

し
た
の
は
、
お
そ
ら
く
、
こ
の
バ
ル
ビ
の
館
で
あ
ろ
う
。

ハ
ー
ト
リ
ー
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
も
活
発
な
社
交
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
の
町
に
は
、
以
前
か
ら
、
母
国
を
捨
て
た
り
、
半
ば
捨
て

た
り
し
て
住
み
着
い
た
富
裕
な
英
米
人
の
つ
く
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
あ
っ
た
。
こ
の
集
団
は
、
彼
ら
だ
け
で
一
種
の
貴
族
社
会
を
形

成
し
て
い
て
、
リ
ド
で
水
浴
を
し
て
ホ
テ
ル
に
泊
ま
る
よ
う
な
同
国
人
た
ち
を
軽
蔑
し
て
い
た
。
バ
ー
ク
レ
ー
夫
妻
も
こ
の
貴
族
社
会
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の
一
角
を
な
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

ハ
ー
ト
リ
ー
が
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
暮
ら
し
を
し
た
こ
ろ
、
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
君
臨
し
て
い
た
の
は
、
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
夫
妻
で
あ

っ
た
。
米
国
出
身
の
人
た
ち
で
あ
る
。
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
夫
人
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
出
身
の
富
裕
な
ユ
ダ
ヤ
女
性
で
あ
っ
た
）
は
、
の
ち
に

ハ
ー
ト
リ
ー
の
中
編
小
説M

rs.
C
arteret

R
eceives

の
女
主
人
公
の
モ
デ
ル
と
な
る
人
で
あ
る
。
こ
の
夫
妻
は
、
北
方
の
潟
に
面

し
た
、
広
い
庭
の
あ
る
、
豪
華
な
館
（
コ
ン
タ
リ
ー
ニ
・
ダ
ル
・
ザ
ッ
フ
ォ
の
館
）
に
住
ま
い
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
居
住
・
滞
在
・
訪

問
す
る
人
た
ち
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
受
け
入
れ
る
か
ど
う
か
、
き
び
し
く
吟
味
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
愛
人
の
ダ
ン
サ
ー
を
連
れ

て
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
訪
れ
た
東
洋
学
者
ア
ー
サ
ー
・
ウ
ェ
イ
リ
ー
（A

rthur
W
aley,1889 -1966

）
の
よ
う
な
人
は
、
受
け
入
れ
を

拒
否
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ハ
ー
ト
リ
ー
は
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
夫
妻
に
受
け
入
れ
て
も
ら
え
た
が
、
ハ
ー
ト
リ
ー
が
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
交
際
を
し
た
の
は
、
基
本
的

に
こ
の
英
米
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
人
た
ち
で
あ
る
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
人
上
流
階
級
は
、
こ
の
英
米
人
集
団
を
本
質
的
に
は
受
け
入
れ

て
い
な
か
っ
た
た
め
、
ハ
ー
ト
リ
ー
の
交
際
範
囲
も
ま
た
、
基
本
的
に
は
英
米
人
社
会
に
限
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
町
に
は
、
主
に

英
米
人
の
た
め
の
教
会
と
し
て
、
英
国
国
教
会
の
聖
ジ
ョ
ー
ジ
教
会
が
あ
る
が
、
ハ
ー
ト
リ
ー
も
、
滞
在
中
は
、
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
夫
妻

な
ど
と
と
も
に
、
そ
こ
へ
通
っ
た
。

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
滞
在
す
る
と
き
ハ
ー
ト
リ
ー
は
専
用
の
ゴ
ン
ド
ラ
と
船
頭
と
を
雇
っ
て
い
た
。
ハ
ー
ト
リ
ー
は
、
こ
の
ゴ
ン
ド
ラ

で
潟
に
出
か
け
る
の
を
無
上
の
喜
び
と
し
、
自
ら
も
ま
た
、
楽
し
み
の
た
め
に
櫂
を
操
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
ハ
ー
ト
リ
ー
の
短
編
中
、

本
邦
で
初
め
て
紹
介
さ
れ
た
「
ポ
ド
ロ
島
」
も
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
周
辺
の
潟
で
、
ゴ
ン
ド
ラ
を
乗
り
回
し
た
体
験
を
背
景
に
し
た
も
の

で
あ
っ
た
。
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こ
う
し
て
、
一
年
の
半
ば
を
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
過
ご
す
生
活
は
、
一
九
三
九
年
、
英
伊
が
交
戦
を
開
始
す
る
ま
で
続
い
た
。
ハ
ー
ト

リ
ー
、
四
十
四
歳
で
あ
る
。
ハ
ー
ト
リ
ー
が
英
国
に
家
を
構
え
た
の
は
、
こ
れ
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
こ
う
い
う
暮
ら
し
方
を
し
て
い
る
十
数
年
の
あ
い
だ
に
、
本
質
的
に
時
の
止
っ
て
い
る
町
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
も
多

少
の
変
化
は
生
じ
て
い
た
。
聖
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ー
ノ
河
岸
の
家
の
前
の
小
運
河
は
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
専
用
路
と
な
り
、
ゴ
ン
ド
ラ
を
横

付
け
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
夫
人
も
亡
く
な
り
、
英
米
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
は
指
導
者
を
失
っ
た
。
し
か
し
、

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
ハ
ー
ト
リ
ー
に
と
っ
て
「
わ
た
し
の
思
い
が
向
か
っ
て
し
ま
う
場
所
、
わ
た
し
の
根
が
い
ち
ば
ん
深
く
降
り
て
い
る

場
所
」
で
あ
っ
た�

。

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
が
ハ
ー
ト
リ
ー
に
と
っ
て
居
心
地
の
良
い
場
所
で
あ
っ
た
理
由
の
ひ
と
つ
に
、
現
地
で
接
す
る
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
人
、

と
り
わ
け
使
用
人
た
ち
を
気
に
入
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ハ
ー
ト
リ
ー
は
手
紙
に
こ
う
書
い
て
い
る
。

英
国
の
村
の
生
活
で
得
ら
れ
そ
う
な
個
人
的
な
さ
ま
ざ
ま
な
些
事
に
つ
い
て
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
得
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
彼
ら
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
人
た
ち
は
、
人
に
大
き
な
関
心
を
抱
き
ま
す
か
ら
、
そ
れ
を
返
す
の
も
簡
単
、
ず
っ
と
簡

単
で
す
。
階
級
の
区
別
の
強
い
こ
こ
英
国
よ
り
も
簡
単
だ
と
思
い
ま
す�

。

第
二
次
世
界
大
戦
も
終
わ
っ
た
一
九
四
七
年
、
五
十
二
歳
の
ハ
ー
ト
リ
ー
は
、
八
年
ぶ
り
に
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
訪
れ
た
。
大
戦
に
よ

っ
て
英
国
社
会
が
大
き
く
変
貌
し
た
の
を
嫌
悪
し
て
い
た
ハ
ー
ト
リ
ー
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
も
変
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
怖
れ
て
い
た
が
、
予
想
し
て
い
た
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
現
地
か
ら
出
し
た
手
紙
の
な
か
で
、
ハ
ー
ト
リ
ー
は
万
事
が
「
楽
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し
い
」
と
書
き
、「
友
人
は
少
々
、
い
や
、
た
ぶ
ん
大
い
に
と
い
っ
た
方
が
よ
さ
そ
う
に
、
欠
け
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
大
歓
迎
な
様

子
の
顔
が
至
る
所
に
見
ら
れ
ま
す
」、
と
書
い
た�

。
も
っ
と
も
、
聖
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ー
ノ
河
岸
の
家
で
は
、
老
男
爵
夫
人
が
歓
迎
し
て

い
る
様
子
を
見
せ
た
も
の
の
、
ハ
ー
ト
リ
ー
に
は
、
外
の
見
え
な
い
寝
室
と
食
堂
の
二
間
し
か
貸
し
て
く
れ
な
か
っ
た
。

男
爵
夫
人
に
冷
た
く
あ
し
ら
わ
れ
た
せ
い
だ
ろ
う
か
、
一
九
四
九
年
以
後
、
五
三
年
ま
で
、
ハ
ー
ト
リ
ー
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
滞

在
す
る
と
き
に
は
、
聖
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ー
ノ
河
岸
を
離
れ
、
聖
ト
ロ
ヴ
ァ
ー
ゾ
地
区
に
あ
る
ボ
ン
リ
ー
ニ
の
館
の
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
を

借
り
た
。
聖
ト
ロ
ヴ
ァ
ー
ゾ
地
区
と
い
え
ば
、
こ
れ
も
ザ
ッ
テ
レ
河
岸
に
近
い
が
、
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ー
ノ
河
岸
よ
り
も
ア
カ
デ
ミ
ア
美

術
館
に
ず
っ
と
近
寄
っ
た
場
所
で
あ
る
。
あ
い
に
く
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
家
主
で
あ
る
女
性
と
ハ
ー
ト
リ
ー
は
う
ま
く
ゆ
か
な
か
っ

た
ら
し
い
。

一
九
五
四
年
に
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
訪
れ
た
と
き
に
は
、
ハ
ー
ト
リ
ー
は
ホ
テ
ル
に
滞
在
し
て
い
る
。
ハ
ー
ト
リ
ー
も
高
齢
（
五
十
九

歳
）
に
な
り
、
外
国
に
片
足
を
置
く
生
活
は
苦
痛
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
、
こ
の
こ
ろ
に
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

愛
好
家
の
ハ
ー
ト
リ
ー
も
、
こ
の
町
に
食
傷
し
て
い
た
様
子
が
み
え
る
。
一
九
五
八
年
、
講
演
旅
行
で
訪
れ
た
ハ
ー
ト
リ
ー
を
、
ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
の
聴
衆
は
「
熱
烈
に
歓
迎
し
て
く
れ
た
と
い
え
そ
う
」
で
あ
っ
た
の
だ
が�

。

し
か
し
、
一
九
七
二
年
、
死
も
間
近
い
床
の
な
か
で
ハ
ー
ト
リ
ー
が
な
つ
か
し
く
思
い
出
し
て
い
た
の
は
、
昔
慣
れ
親
し
ん
だ
ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
死
の
一
ヶ
月
前
、
親
友
ジ
ョ
ウ
ン
・
ホ
ー
ル
に
宛
て
た
手
紙
に
は
、
こ
う
書
か
れ
て
い
る
。

〔
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
非
難
し
た
く
な
る
の
も
〕
じ
つ
は
こ
ち
ら
の
精
神
状
態
の
せ
い
で
す
。
い
つ
も
ひ
じ
ょ
う
に
幸
せ
な
状
態
で

は
な
い
わ
け
で
。
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ボ
ウ
エ
ン
が
、
橋
の
ひ
と
つ
か
ら
身
を
乗
り
出
し
て
い
た
ら
、
眼
か
ら
涙
が
あ
ふ
れ
出
た
わ
、
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な
ぜ
だ
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
と
昔
い
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
な
る
の
は
、
あ
れ
ほ
ど
完
璧
な
光
景
を
見
る
と
、

何
も
付
け
加
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
し
、
何
を
取
り
去
る
こ
と
も
で
き
な
い
か
ら
で
し
ょ
う
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
離
れ
る
と
き

に
は
、
わ
た
し
も
昔
は
激
し
い
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
を
感
じ
た
も
の
で
す
が
、
そ
の
気
持
ち
も
し
だ
い
に
失
せ
、
最
後
に
去
っ
た
と

き
に
は
、
立
ち
去
る
の
を
あ
り
が
た
く
思
っ
た
も
の
で
す
。
暑
熱
が
濡
れ
た
大
き
な
毛
布
の
よ
う
に
降
り
か
か
っ
て
い
ま
し
た

か
ら
ね
。
で
も
、
そ
の
と
き
に
は
わ
た
し
も
す
っ
か
り
年
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
か
ら
得
ら
れ
る
も
の
は
、
そ

れ
ま
で
に
得
て
い
た
の
で
す�

。

お
わ
り
に

今
回
の
拙
稿
で
は
、
お
そ
ら
く
は
本
邦
で
あ
ま
り
よ
く
知
ら
れ
ぬ
ま
ま
の
作
家
Ｌ
・
Ｐ
・
ハ
ー
ト
リ
ー
に
つ
い
て
、
履
歴
を
概
観
し

た
う
え
で
、
都
市
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
の
関
わ
り
方
を
瞥
見
し
て
み
た
。
ハ
ー
ト
リ
ー
の
履
歴
と
の
関
わ
り
で
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
見
る
場

合
、
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

第
一
に
、
こ
の
作
家
が
、
壮
年
期
の
十
数
年
間
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
事
実
上
の
本
拠
と
し
て
過
ご
し
た
関
わ
り
の
深
さ
に
、
注
目
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
、
ハ
ー
ト
リ
ー
が
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
心
地
よ
さ
を
感
じ
取
る
と
と
も
に
、
生
と
死
の
強
い
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
捉
え
て
い
る
点

に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

第
三
に
、
ハ
ー
ト
リ
ー
に
と
っ
て
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
が
、
英
国
社
会
へ
の
違
和
感
と
、
父
母
姉
へ
の
疎
ま
し
さ
と
い
う
二
つ
の
も
の

か
ら
逃
れ
る
避
難
所
に
な
っ
て
い
た
点
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。（
こ
の
稿
続
く
）
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